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○クレーン作業中には窓から手や頭を出さないで
ください。ブームと運転室の間に挟まれ、死亡
事故や重大事故を起こします。 

 
○運転室のブーム側窓にストッパ（※参照）が無

く、手や頭を出せる場合は、タダノ指定サービ
ス工場で点検・修理を受けてください。 
 

※ストッパは、運転室の窓より下にブームを格納する、

ラフテレーンクレーンに取り付けられています。 

運転室のブーム側窓
より、頭を出し、ブー
ムを起こしていたとこ
ろ、ブームと運転室に
挟まれた。 
運転室のブーム側窓
は、ストッパにて僅か
しか開かないようにな
っているが、ストッパ
が取り外されていた。 

 

原 因  

・運転室のブーム側窓より頭を出して、ブーム起伏操作をした。 
・窓に取り付けられているストッパが取り外されていた。 

・運転室の窓から手や頭を出した状態で操作をしない。 

・ブーム側窓のストッパが機能していることを確認する。 

警告ラベル 

 


